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（１）⼤型事業の⾒直し

（２）広域連携

（３）副市⻑をトップとしたプロジェクトチームの発⾜

（４）事業⾒直しに関する提案の募集

（仮称）百⾆⿃古墳群ガイダンス施設計画

（１）⼤型事業の⾒直し

児童⾃⽴⽀援施設に係る⼤阪府への事務委託の検討

泉ヶ丘公園⽤地の取得⽅法の⾒直しの協議開始 (ビッグバンとの⼀体的活⽤を検討)

⾒直し対象額 約２６億円（施設整備費 当初予算計上額）

⾒直し対象額 約１９億円（⽤地の取得費 当初予算計上額）

⾒直し対象額 約３５億円（施設の整備費 現計画額）

その他
児童虐待対応・⽣活保護の実施体制の拡充、堺都市政策研究所の解散⼿続き開始
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副⾸都推進本部への参画

⼤阪府市との東京事務所の⼀体運営

南⼤阪の各市町村との連携

陸上の移動：
海上の移動：

万博・IR

市内観光拠点や
広域周遊へ

関⻄国際空港
（年間渡航者 2,940万⼈）

8⽉27⽇の本部会議から参加
テーマ・・・観光戦略やベイエリア活性化など

令和元年１２⽉末を⽬途に
⼤阪府・⼤阪市・堺市とで⼀体的に運営

（２）広域連携

※ベイエリアの賑わいの創出に向けた広域連携のイメージ図

6⽉の市⻑就任後に各⾃治体を訪問
今後具体的な事業を検討

堺グランドデザイン2040 PT

（３）副市⻑をトップとしたプロジェクトチームの発⾜

堺財務戦略 PT
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■ 多様な都市機能の集積
■ 賑わいあふれる地域づくり
■ ⺠間活⼒の導⼊
■ 各区のバランスのとれた持続的な発展

◆ 堺東エリア
〇市域全体の発展の「けん引役」として公と⺠が連携

◆ ベイエリア
〇⼤阪、関空、万博・ＩＲ等を結ぶ関⻄の広域的なアク
セスの中⼼

◆ 中百⾆⿃エリア
〇新産業やベンチャーが勃興する賑わい溢れる地域

◆ ⼤仙公園エリア
〇魅⼒あふれるおもてなし環境の整った、「保全」と
「賑わい・集客」が両⽴した交流拠点

◆ 泉ヶ丘エリア
〇商業・⽂化・医療・教育施設の集積するニュータウン再⽣

のモデル

深井鳳

北野⽥

津久野 美原

⼀ 例
堺グランドデザイン 2040
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堺財務戦略

・中⻑期の財政収⽀を⾒通した上で、財政⽬標を設定（⾒える化）
（財政調整基⾦残⾼、市債残⾼など）
・公共施設の積極的な活⽤
（⺠間活⽤による収益向上、公共施設の複合化・総量の最適化など）

市⺠サービスの維持・向上、新しい堺のまちづくりを進めるため
戦略的な財務マネジメントを徹底

内容のイメージ
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○庁内における検討を経て今後の予算編成等に反映
○応募状況は１０⽉頃・検討結果は２⽉頃に市ホームページ等で公表予定

提案への対応

市が実施する⾏政サービスについて、多様な視点から⾒直しを進めるため
職員、市⺠から提案を広く募集する

（４）事業⾒直しに関する提案の募集

職員からの提案募集 市⺠からの提案募集8⽉9⽇

随 時 庁内提案・市⺠提案について検討

8⽉23⽇


